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す
。
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
、
あ
な

た
の
自
治
会
や
管
理
組
合
に
も
、
市

民
防
災
組
織
を
結
成
し
ま
せ
ん
か
。
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線
2
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災
害
時
、
物
流
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

が
寸
断
さ
れ
る
こ
と
を
想
定
し
て
、

左
記
の
点
に
注
意
し
な
が
ら
ご
自
宅

で
の
備
蓄
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
防
災
課
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内
線
2
5
3
5

事
業
所
へ
の
お
願
い

●
一
斉
帰
宅
の
抑
制
　
災
害
時
に
一

斉
に
帰
宅
す
る
と
、
道
路
や
歩
道
が

歩
行
者
で
埋
ま
り
、
緊
急
車
両
の
妨

げ
と
な
り
、
救
助
・
救
命
活
動
に
支

障
を
き
た
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
む

や
み
に
移
動
せ
ず
、
従
業
員
や
来
訪

者
の
方
に
は
安
全
な
場
所
に
留
ま
る

　

　

9
月
1
日
は
防
災
の
日
。
市
と

立
川
消
防
署
は
8
月
30
日
〜
9
月

5
日
の
防
災
週
間
で「
身
を
守
り

　

地
域
と
協
力　

た
す
け
あ
い
」

を
標
語
に
、
防
災
意
識
の
啓
発
に

取
り
組
み
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
一
人
ひ
と
り
が

も
う
一
度
身
の
回
り
で
起
こ
る
災

害
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
「
自
ら
の
生
命
は
自
ら
で
守
る
」

と
い
う「
自
助
」の
意
識
の
も
と
、

防
災
訓
練
な
ど
に
積
極
的
に
参
加

し
て
防
災
行
動
力
を
高
め
、
ま
ち

　
「
市
民
防
災
組
織
」と
は
、
災
害
時

に
地
域
の
皆
さ
ん
が
協
力
し
て
初
期

消
火
や
被
災
者
の
救
出
、
救
護
な
ど

の
活
動
を
行
う
組
織
で
す
。

　

大
き
な
災
害
が
起
き
た
と
き
に
、

災
害
に
備
え
て
、で
き
る
こ
と
を

見
直
し
て
み
ま
し
ょ
う

ぐ
る
み
で「
共
助
」の
意
識
を
共
有

し
、
地
域
の
協
力
体
制
づ
く
り
を

進
め
、
災
害
に
備
え
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
９
月
７
日
〜
13
日
は
救

急
医
療
週
間
で
す
。
救
急
車
を
呼

ぶ
か
ど
う
か
迷
っ
た
と
き
は
、
携

帯
電
話
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら

ア
ク
セ
ス
で
き
る「
東
京
版
救
急

受
診
ガ
イ
ド
」を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
電
話
で
の
ご
相
談
は「
♯
７

１
１
９
」救
急
相
談
セ
ン
タ
ー
へ
。
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市
民
防
災
組
織
を
結
成
し

ま
せ
ん
か

共

災害時には、自分で守る「自助」・周りの人と助け合う
「共助」・公的支援の「公助」が互いに連携し一体となる
ことで、被害を最小限にできるとともに、早期の復旧・
復興につながります。

自助・共助・公助の
連携強化を

 •家庭での備蓄
 •避難路の確認
 •家族との連絡手段の確認　など

自自助

 •市民防災組織の結成・活
動への参加

 •防災訓練への参加　など

 •災害時の情報収集・発信
 •避難所への備蓄品配備
 •市民防災組織への助成　など

共 共助 公 公助

備
蓄
状
況
チ
ェ
ッ
ク

食料……最低3日分。できれば1週間分
の備蓄がお勧めです。
ライフライン停止への備え……カセット
コンロや電池などを用意しましょう。
トイレ問題への対策……簡易トイレな
どを用意しましょう。
常備薬、ベビー用品など……家庭の状
況に応じて用意しましょう。
ペット対策……ペットの生活用品も備
えておきましょう。

　立川市消防団は、市内10か所に消防団詰所を配し、総勢
168人が、生業を持つ傍ら「自分たちのまちは、自分たちの手
で守る」の精神で、昼夜を問わず災害現場に出動しています。
　消防団は、市民の皆さんが行う防災訓練への参加や、多種
多様化する建物火災に備えての訓練、台風や集中豪雨に備え
る警戒活動などを行っています。
　消防団に興味のある方は、防災課までお問い合わせを。
問防災課・内線2535

立川市消防団員募集

市
や
消
防
署
な
ど
の
行
政
機
関
だ
け

で
守
れ
る
生
命
や
財
産
に
は
限
界
が

あ
り
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
率
先

し
た
行
動
が
重
要
で
す
。

　

平
成
26
年
4
月
現
在
、
市
内
に
は

1
1
2
の
市
民
防
災
組
織
が
結
成
さ

れ
て
い
ま
す
。
防
災
物
品
の
支
給
や
、

補
助
金
な
ど
の
助
成
制
度
も
あ
り
ま

帰
宅
困
難
者
対
策
に
ご
協

力
く
だ
さ
い

自共

家
庭
で
の
備
蓄
を

自

1週間分の備蓄の目安

こ
と
を
周
知
し
て
く
だ
さ
い
。

●
一
時
滞
在
施
設
へ
の
協
力
　
立
川

駅
前
の
滞
留
者
は
1
万
7
2
3
9
人

と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
市
は
二
次

被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
帰
宅
困
難

者
の
一
時
滞
在
施
設
を
指
定
し
て
い

ま
す
が
、
施
設
の
確
保
が
十
分
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
立
川
駅
周
辺
を
は
じ

め
市
内
の
事
業
所
の
皆
さ
ん
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。
く
わ
し

く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

市
民
の
方
へ
の
お
願
い

●
連
絡
手
段
の
事
前
準
備
　
帰
宅
で

き
な
く
な
っ
た
場
合
に
、
家
族
と
の

連
絡
手
段
・
手
順
を
あ
ら
か
じ
め
決

め
て
お
き
、
事
前
に
や
り
か
た
を
理

解
し
て
お
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
手

段
と
し
て
、
災
害
用
伝
言
ダ
イ
ヤ
ル

や
災
害
伝
言
サ
ー
ビ
ス
を
活
用
し
ま

し
ょ
う
。
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地
震
や
風
水
害
等
の
災
害
が
発
生

し
た
場
合
に
、
加
齢
や
障
害
な
ど
に

よ
り
一
人
で
は
自
ら
を
守
る
た
め
の

適
切
な
行
動
を
と
る
こ
と
が
困
難
な

方
が
い
ま
す
。
災
害
発
生
か
ら
数
日

は
行
政
機
関
の
対
応
も
限
定
的
に
な

る
た
め
、
地
域
に
お
け
る
助
け
合
い

が
大
き
な
力
と
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
市
は
、
事
前
に
把
握
し
た

災
害
時
に
支
援
を
希
望
す
る
方
の
名

簿
を
地
域
や
関
係
機
関
・
団
体
に
提

供
し
、
災
害
発
生
時
の
安
否
確
認
な

ど
に
活
用
で
き
る
よ
う
な
支
援
体
制

づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

登
録
の
対
象
や
登
録
の
申
請
方
法

な
ど
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。
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昭
和
56
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た
木

造
住
宅
を
所
有
す
る
方
に
、
無
料
簡

易
耐
震
診
断
の
ほ
か
、
耐
震
化
に
か

か
る
費
用
の
2
分
の
1（
限
度
額
以

内
）を
助
成
す
る
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
助
成
例
　
耐
震
診
断（
限
度
額
10

万
円
）、
補
強
設
計
・
工
事
監
理（
限

度
額
10
万
円
）、
耐
震
改
修
工
事（
限

度
額
一
般
世
帯
50
万
円
、
高
齢
者
世

帯
80
万
円
）な
ど
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市
は
、
高
齢
の
方
や
心
身
に
障
害

の
あ
る
方
の
生
活
支
援
と
し
て
、
住

宅
の
家
具
に
転
倒
防
止
器
具
を
取
り

付
け
て
い
ま
す
。
取
り
付
け
場
所
は

1
世
帯
に
つ
き
、
5
か
所
ま
で
。
な

お
、
平
成
21
年
度
以
降
に
市
か
ら
家

具
転
倒
防
止
器
具
の
支
給
を
受
け
て

い
る
世
帯
は
対
象
外
で
す
。
ま
た
、

賃
貸
借
住
宅
な
ど
自
己
所
有
以
外
の

住
宅
は
、
所
有
者
の
承
諾
が
必
要
で

す
。

▼
対
象
　
▽
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

（
65
歳
以
上
）ま
た
は
世
帯
全
員
が
65

歳
以
上
の
高
齢
世
帯
▽
身
体
障
害
者

手
帳
1
級
・
2
級
の
方
ま
た
は
愛
の

災
害
時
要
援
護
者
へ
の
支

援
対
策
を
進
め
て
い
ま
す

自公 共

ベ
ル
ト
タ
イ
プ

突
っ
張
り
棒
タ
イ
プ

木
造
住
宅
の
耐
震
化
助
成

制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い

自公

都
の
耐
震
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

～
耐
震
フ
ォ
ー
ラ
ム

自公

高
齢
者
・
障
害
者
世
帯
に

家
具
転
倒
防
止
器
具
を
無

料
で
取
り
付
け
ま
す

自公

　

く
わ
し
く
は
都
耐
震
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
HPhttp://w

w
w
.taishin.m

et
ro.tokyo.jp

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

時
9
月
2
日（
火
）午
後
1
時
30
分
〜

4
時
15
分
場
都
庁
第
一
本
庁
舎（
新

宿
区
西
新
宿
2
‒8
‒1
）定
5
0
0

人（
申
込
順
）

問
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ャ
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務
局
☎
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3（
6
8
0
9
）2
7
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、
市
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宅

課
・
内
線
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5
6
2

手
帳
1
度
・
2
度
の
方
が
い
る
世
帯

問
高
齢
福
祉
課
・
内
線
1
4
7
5


